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ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
批
判
的
社
会
理
論

.

1

疎
外
、
物
象
化
問
題
と

ユ
ー
ト
ピ
ア
ー

序一
、

二

、

三

、

労
働
と
相
互
行
為
ー

疎
外
論
批
判

シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
ー

物
象
化
論
批
判

ユ
ー
ト
ピ

ア
的
展
望

序

か

つ
て

ハ
ー

バ

ー

マ
ス
は
、

マ
ル
ク

ー
ゼ

の

「肯

定

的
な

特
徴
」

(m尸馬h一弓
目P
四
e一く
Φ
馬①
餌
eピ尸村①
)
に
つ
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
(↓
。
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
学
派
第

一
世
代
の
な
か
で
、

ア
ド
ル
ノ
や
ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー
が
啓
蒙

.

的
理
性
の
自
己
懐
疑

へ
の
道
を
ど
こ
ま

で
も

つ
き
進
ん
で
い
っ
た
の
に
対
し
、

マ
ル
ク
ー
ゼ
は
理
性
が
も

つ
否
定
の
契
機
を
強
調
し

つ
つ
も
、
な
お
か

つ
あ
り

得

べ
き

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
肯
定
的
、
積
極
的
に
語
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

マ
ル
ク
ー
ゼ
に
対
し
て
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が
与
え
た

「肯
定
的
」
と
い
う
評
価
は
、

他
な
ら
ぬ

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
自
身
に
も
ま
た
あ
て
は
ま
る
。
彼

の
師
で
あ
る
ア
ド

ル
ノ
や
ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー
の
暗
澹
た
る
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
、
崩
壊

の
理
論

(じ
o
魄
弊

傷
①の
N
Φ眺
9
一一)
か
ら
の
脱
出
を
試
み
、
救
出
さ
れ
得
る
、
あ
る
い
は
救
出
さ

れ
る
べ
き
何
も
の
か
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
構
え
に
お
い
て
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス

は

マ
ル
ク
ー
ゼ
に
劣
ら
ず

「肯
定
的
」
な
思
想
家
だ
と
言
え
る
。

し

か

し

、

彼

の
先

行
者

た

ち

ー

ル

カ

ー

チ
、

プ

ロ

ッ
ホ

、

マ
ル

ク

ー

ゼ

、

ベ

ン
ヤ

ミ

ン
、
ア
ド

ル

ノ
、
ホ

ル

ク

ハ
イ

マ
ー

等

ー

と

は
違

っ
て
、

ハ
「

バ

ー

マ
ス
は
、

ロ
マ
ン
主
義
的
衝
迫
や
、
全
的
な
歴
史

の
転
換
、
歴
史
の
連
続
性
の

打
破
を
待
望
す
る
、
あ
る
い
は
望
見
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア

ニ
ズ
ム
に
は
冷
淡
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
は
戦
後
の
特
殊
ド
イ
ツ
的
な
世
代
的
規
定
性
と
い
う
点
で
の
説

明
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
彼

の
思
想
や
理
論
体
系

の
な
か
に
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
や
革
命
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
彼
自
身
は

ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
い
が
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
具
体
的
に

描
き
出
す
こ
と
を
禁
じ
た

ユ
ダ
ヤ
の
戒
律
-

図
像
牝
禁
止
ー

の
エ
ー
ト
ス

を
、
彼
は
彼

の
師
の
ア
ド
ル
ノ
と
共
有
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
や
ユ
ー
あ
ピ
ア
の
図
像
化
の
拒
否
は
、
彼
を
決

し
て
ペ
シ
ミ
ズ
ム

へ
と
導
い
て
は
い
な
い
。
倦
む

こ
と
な
く
、
近
代
を

「未
完

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
擁
護
し
よ
う
と
す
る
彼
は
、
極
め
て

「肯
定
的
」

な
相
貌
を
呈
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
「の
、
肯
定

的
で
あ
り
な
が
ら
非

ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
批
判
的
社
会
理
論
を
概
観
、
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
20
世
紀
の
批
判
的
社
会
理
論
は
主
と
し
て
疎
外
論
や
物
象
化
論
と
し

て
構
想
さ
れ
て
き
た
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ま
た
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
社
会

理
論
の
特
質
は
、
疎
外
論
や
物
象
化
論
の
論
理
構
制

へ
の
批
判
的
応
答
と
し
て

体
系
的
に
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
よ

っ
て
、
ま
ず
労
働
に
定
位
し

た
疎
外
論
的
発
想
と
の
、

つ
い
で
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
合
理
化
論
を
継
承
↓
た
ル
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カ
ー
チ

の
物
象
化
論

や
ア
ド
ル
ノ
、

ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー

の
道
具
的
理
性
批

判
(2
)と
の
相
違
を
示
す
形
で
論
を
進
め

て
い
き
た
い
。

一
、
労
働
と
相
互
行
為
-

疎
外
論
批
判

.̀

西
洋
近
代
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
特
記
さ
れ
得
る
の
は
、
労
働
概

念
の
貶
価
か
ら
の
解
放
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
旧
約
聖
書
に

お
け
る
神
の
報
い
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
懲
罰
と
し
て
の
苦
役
と
い
う
労
働
の
.

位
置
づ
け
や
、古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
(製
作
、
仕
事
)

の
、
プ
ラ
ク
シ
ス

(実
践
)
、
テ
オ
ー
リ
ア

(観
照
)
に
対
す
る
価
値
的
に
低

・

い
規
定
の
さ
れ
方
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
存
在
論
的
秩
序
に
お
け
る
労
.

働
概
念
の
軽
視
等
に
く
ら
べ
・て
、
近
代

で
は
、
労
働
概
念
を
肯
定
的
、
積
極
的

に
と

ら
え
よ
う
と
す

る
価
値
的
反

転
が
生
じ

る
。
例
え
ば
、
神

の
召
命

(Ud
$
亀
)
と
し
て
の
労
働

(プ

ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
職
業
倫
理
)
と
し

て
、
価
値
の
唯

一
の
源
泉
と
し
て
の
労
働

(労
働
価
値
説
)
と
し
て
、
あ
る
い

は
、
ホ
モ

・
フ
ァ
ー
ベ
ル

(工
作
人
)
と
し
て
の
人
間
の
本
質
規
定
に
お
い
て
、

人
間
の
数
あ
る
行
為
の
な
か
で
も
労
働

に
は
特
に
重
要
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

19
世
紀
以
降
の
社
会
主
義
や
マ
ル
ク

ス
主
義
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
労
働
や

生
産
の
概
念
に
は
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
た
い
て
い
の
社
会
主
義

者
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
を
含
め
て
、
労
働
や
生
産
を
軸
に

し
て
社
会
の
概
念
化
を
は
か
り
、
革
命
戦
略
を
た
て
、
あ
り
得
べ
き
社
会
を
構

想
し
て
き
た
と
言

っ
て
い
い
。
20
世
紀
に
入

っ
て
も
基
本
的
に
こ
の
事
情
は
変

わ
ら
ず
宀
.む
し
ろ
、
30
年
代
に
マ
ル
ク
ス
の
初
期
手
稿
が
公
刊
さ
れ
、

マ
ル
ク

ス
主
義
の
労
働
に
定
位
し
た
人
間
学
的
次
元
が
云
々
さ
れ
て
以
後
、・
労
働
概
念

の
特
別
視
に
は
拍
車
が
か
か

っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
汎
労
働
主
義
と
い
う

点
に
限

っ
て
極
論
す
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ

ニ
ス
ト
も
労
働
者
自
主
管
理
を
志
向
す

る
側
も
基
本
的
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
っ

一
方
の
、
中
央
権
力
に

よ

っ
て
合
理
的
に
組
織
さ
れ
た
労
働
社
会
老
い
う
テ
ロ
ス
に
七
て
も
、
他
方
の
、

労
働
の
人
間
化
と
い
う
イ
デ
ー
に
し
て
も
、
社
会
や
人
間
に
対
す
る
規
範
的
な

ま
な
ざ
し
を
労
働
や
生
産
と
い
う
活
動
領
域
に
収
歛
さ
せ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
労
働

・
生
産

一
元
論
に
対
し
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、・
近
年
、

エ
コ
ロ
ジ

ス
ト
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
間
か
ら
、あ
る

い
は
「新
し
い
社
会
運
動
」

と
呼
ば
れ
る
抗
議
運
動
の
な
か
か
ら
異
義
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
。
労
働
や

.生
産
に
局
限
さ
れ
な
い
、
自
然
と
の
共
存
と
い
う
点
も
含
め
た
生
活
連
関
の
総

体

の
回
復
や
、
遊
び
や
性
、
男
女
の
関
わ
り
な
ど
、
従
来

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
領
域

へ
と
お
し

こ
め
ら
れ
て
い
た
生
活
の
局
面

へ
の
ま
な
ざ
し
の
復
権
が
唱
え
ら
れ

て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
理
論
化
の
作
業
の
な
か
か
ら
も
、
例
え
ば
、
J

・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
著
作
に
触
発
さ
れ
て
、
従
来
の

「対
象
化
的
労
働
」
に

定
位
し
た
理
論
構
築
か
ら
の
脱
却
を
試
み
、

「非
対
象
化
的
労
働
」
と
い
う
よ

り
総
体
的
な
人
間
の
活
動
圏
を
強
調
し
、

「官
由
な
人
間
の
連
合
体
」
を
模
索

す
る

一
連

の
動
き
を
生
み
出
し
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
60
年
代
以
降
の
理
論
的
な
作
業
の
動
機
や
意
義
も
こ
の
文

脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、
彼
の
場

合
、
労
働

・
生
産

一
元
論
の
拒
否
と
い
う
点
で
は
誰
よ
り
も
徹
底
し
て
お
り
、

か

つ
首
尾

一
貫
し
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
労
働
概
念
を
容
赦
な
く
脱
存

一82一



在
論
化
、

「脱
魔
術
化
」

(国
暮
N
碧
σ
Φ歪
μ
σq
)
し
、
60
年
代
後
半
に
、
ま
ず

第

一
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

・
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
70
年
代
に
入

っ
て
本
格
的
に
着
手

さ
れ
る
こ
と
に
な
る

「批
判
理
論
の
言
語
論
的
転
回
」
の
前
提
と
な
る
パ
ラ
ダ

イ
ム

・
シ
フ
ト
を
遂
行
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
る
労
働
概

念
の
価
値
の
引
き
下
げ
か
ら
は
、
労
働

に
定
位
し
た
疎
外
論
的
発
想
で
も

っ
て

社
会
批
判
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
の
絶
縁
と
い
う
理
論
的
帰
結
が
生
じ

る
。ま

ず
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、
労
働
を
端
的

に

「目
的
合
理
的

(N
乏
Φo犀
蕁
-

鼠
○
昌
銑
)
行
為
」
と
み
な
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
《労
働
》
も
し
く
は
目
的
合
理
的
行
為
と
い
う
言
葉
で
私
が
理
解
す
る
の

は
、
道
具
を
用
い
た

(貯
ω霤
匚
巨
Φ
馨
巴
)
行
為
な
い
し
合
理
的
選
択
、
あ
る

い
は
両
者
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
(3
)
(傍
点
原
文
)

目
的
合
理
的
行
為
は
、
観
察
可
能
な
物
理
的
な
い
し
社
会
的
対
象
に
効
果
的

に
介
入
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

う
ち
「道
具
を
用
い
た
行
為
」は
、
経
験
的
知
識
に
基
づ
い
た

「技
術
的
規
則
」

に
従

っ
て
行
わ
れ
る
。
他
方
、

「合
理
的
選
択
」
は
、
分
析
的
知
識
に
基
づ
く

「戦
略
」
に
従

っ
て
行

わ
れ
る
。

こ

の
場
合
、

「戦
略
」
は
、
選
好
規
則

(℃
目
睦
Φ冨
嵩
話
σq
Φ
巨
)
や

一
般
的
公
準

(巴
一σq
Φヨ
Φ
貯
Φ
窰
p
圏
B
Φ
づ
)
か

ら
演
繹
さ
れ
た
命
題
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
て
い
る
。
後
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

.目
的
合
理
的
行
為
を

「成
果
志
向
的

(Φ
臥
o
一σq
の
o
村δ
馨
一㊥詳
)
行
為
」
と
言
い

換
え
、
そ
の
う
ち
物
理
的
世
界
に
対
す

る
も
の
を

「道
具
を
用
い
た
行
為
」
、

社
会
的
世
界
に
対
す
る
も
の
を

「戦
略
的
行
為
」
と
呼
ん
で
い
る
(「4
)。

以
上
の
よ
う
な

「労
働
」

「目
的
合
理
的
行
為
」
あ
る
い
は

「成
果
志
向
的

行

為

」

に
対

し

て
、

ハ
ー
バ

ー

マ
ス
は

「
コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
的

行

為

」

あ

る

い

は

後

の
用

語

で
言

え

ば

「
了
解

志

向

的

(
〈
Φ
磊

薮

昌
象

粤

⇒
σq
の
o
ユ
Φ
暮

一Φ
畧
)

行

為

」
.
を

対

置

す

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

へ

「他
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
い
う
言
葉
で
私
が
理
解
す
る
の

は
、
シ
ン
ボ
ル
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
行
為
で
あ
る
。
」
(5
)
(傍
点
原
文
)

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
は
、
拘
束
力
の
あ
る

一
般
に
承
認
さ
れ
た
規

範

に
従
う
。
目
的
合
理
的
行
為
の
場
合
に
は
、
行
為
主
体
の
単
位
は
、
現
実

へ

の
有
効
な
介
入
を
計
画
し
、
適
切
な
戦
略
を
た
て
る
孤
独
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
主

体
で
あ
る
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
状
況

に
は
少
な
く
と
も
二
人

の
主
体
を
必
要
と
す
る
。
目
的
合
理
的
行
為
が
従
う
技

術
的
規
則
や
戦
略

の
適
切
さ
は
、
そ
の
経
験
的
正
し
さ
や
分
析
的
正
確
さ
に
よ

る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
が
従
う
社
会
的
規

範
の
妥
当
性
は
、
そ
れ
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
参
加
者
に
理
解
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
拘
束
力
が
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か

っ
て

い
る
。
前
者
に
お
け
る
規
則
違
反
は
、
所
期

の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
と
い
う

.こ
と
、
い
わ
ば

「現
実
に
お
け
る
難
破
」
と
し
て
失
敗
が
宣
告
さ
れ
る
の
に
対

し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
、
文
脈
依
存
的
な
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
。

目
的
合
理
的
行
為
、」
す
な
わ
ち
労
働
に
お
け
る
合
理
化
は
、

「生
産
力
の
上

昇
」
や

「技
術
的
処
理
能
力
の
拡
大
」
・を
招
来
す
る
の
に
対
し
て
占
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
的
相
互
行
為
に
お
げ
る
合
理
化
は
、

「解
放
」

「個
性
化
」

「支

配
権
力
か
ら
自
由
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
」.
を
意
味
す
る
。

労
働
、
す
な
わ
ち
目
的
合
理
的
行
為
が
、
自
然
的
、
な
い
し
社
会
的
対
象
に

対
す
る
制
御
能
力
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
用
役
に
服
さ
し
め
る
の
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に
対
し
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
相
互
行
為
は
、
支
配
か
ら
自
由
な
合
意
の

達
成
と
倫
理
的
規
範
の
獲
得
を
め
ざ
す
。
こ
こ
で
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が

一
貫
し
て

主
張
す
る
労
働
と
相
互
行
為
の
区
別
が
、
ど
う
い
う
批
判
的
意
図
の
も
と
で
な

さ
れ
て
い
る
か
は
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、

労
働
を
通
じ
て
の
自
然

の
征
服
、
利
用
、
取
得
、

つ
ま
り
富
の
増
大
は
、
社
会

的
な
支
配
や
抑
圧
の
廃
棄
に
は
直
接

つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「目
的
合
理
的
行
為

の
完
全
な
機
能
圏
を
自
然
的
意
識
の
能
力
を
は
る
か
に

越
え
た
範
囲
に
ま
で
拡
大
し
、
そ
し
て
人
間
の
行
為
を
代
行
す
る
よ
う
な
学
習

機
能
と
制
御
機
能
を
備
え
た
機
械

の
設
計
も
含
め
て
、
技
術
的
な
生
産
力
の
解

放
は
、
自
発
的
な
協
調
を
基
盤
に
し
た
支
配
な
き
相
互
行
為
の
う
ち
に
人
倫
的

ヘ

ヘ

ヘ

へ

関
係
を
完
成
す
る
よ
う
な
規
範
の
樹
立

と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
飢
餓
と
労

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

苦
か
ら
の
解
放

は
、
隷
属
と
屈
従
か

ら
の
解
放
と
必
ず
し
も

一
致
は
し
な

い
。
」
(
6
)
(傍
点
原
文
)

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
は
、

「労
働
と
相
.互
行
為
の
連

関
を
本
格
的
に
説
明
せ
ず
、
社
会
的
実
践
と
い
う
あ
い
ま
い
な
名
称
の
も
と
に

一
方
を
他
方
に
、

つ
ま
り
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
を
道
具
を
用
い
た
行

為

に
還
元
し
て
い
る
」
(
↓

こ
と
に
な
る
。

マ
ル
ク
ス
の
場
合
に
は
、
労
働
を

介
し
た
人
間
と
自
然
と
の
物
質
代
謝

(ω
けO
頃噛dくΦα
げ
ooΦ一)
が
、
人
間
の
社
会

的
行
為
、
な
ら
び
に
類

の
形
成
、
発
展
過
程
を
説
明
す
る
た
め
の
範
型
と
な

っ

て
い
た
。

つ
ま
り
ハ
労
働
は
、
人
間
と
自
然
と
を
媒
介

(
「自
然
の
人
間
化
、

人
間
の
自
然
化
」
)
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
と
人
間
と
の
関
係
を
も
労
働
生

産
物
の
交
換
や
社
会
的
生
産

(協
業
)
と
い
う
形
で
媒
介
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
労
働

へ
と

一
元
化
さ
れ
た
自
己
形
成
と
類
の
形
成
の
論
理
に

対
し
て
《

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
あ
く
ま
で
労
働
と
相
互
行
為
を
区
別
す
る
。
マ

ル
ク
ス
の
場
合
に
は
、
資
本
主
義
的
工
場
労
働
に
お
け
る
協
業
の
形
態
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ぷ
の
連
帯
と
階
級
意
識
の
形
成
を
可
能
に
す
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、

ハ
ー
バ
;
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
協
業
の
形
態
に
し
て
も
、
道
具

的
、
戦
略
的
行
為
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
と

コ
.ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
的
行
為
と
い

う
ア
ス
ペ
ク
ト
に
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
際
、
連
帯
は
、
目
的

合
理
的
行
為
の
作
用
圏
で
生
ず
る
の
で
は
な
く
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
日

常
実
践
を
経
て
形
づ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

マ
ル
ク
ス
の
場
合
に
は
、

新
た
な
技
術
的
、
組
織
的
な
知
識
と
結
び

つ
い
た
労
働
生
産
性
の
向
上
、
す
な

わ
ち
生
産
力

の
増
大
は
、
古
い
生
産
関
係
の
桎
梏
を
必
然
的
に
破
壊
す
る
も
の

だ

っ
た
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
論
理
に
従
う
な
ら
、
生
産
関
係
の
改
変

は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
的
行
為
に
基
づ
い
た
規
範
構
造
の
改
変
に
よ

っ
て

導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
力
の
展
開
が
自
動
的
に
生
産
関
係
の
改
変
を
も

た
ら
す

の
で
は
な
く
、
道
徳
的
、
実
践
的
な
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
、
そ
の
自
体
固
有

の
論
理
に
従
う
学
習
過
程
が
そ
こ
に
介
在
す
る
。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の
、
以
上
の
よ
う
な
労
働
と
相
互
行
為
論
は
、

マ
ル
ク
ス
の

労
働
概
念
を
不
当
に
矮
小
化
す
る
も
の
と
し
て
、
多
く
の
批
判
を
呼
び
起
こ
し

た
(
8
)。

マ
ル
ク
ス
の
労
働
概
念
を
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が
切
り
縮
め
た
そ
れ
よ

り
も
は
る
か
に
豊
か
な
も
の
だ
と
し
て
擁
護
す
る
側
に
よ
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
批

判
の
眼
目
は
、
お
お
む
ね
次
の
点

に
あ
る
(9
)。
ま
ず
、
労
働
を

「道
具
を
用

い
た
行
為
」
に
還
元
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
労
働
が
も

つ

「人
間
学
的
な
重
要

性
」
、
す
な
わ
ち
、
労
働
を
通
じ
て
の
自
己
実
現
と
い
う
側
面
を
見
落
と
し
て

し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
創
造
的
に
自
己
を
実
現
す
る
行
為
な
い
し
実
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践
と
し
て
の
労
働
概
念
は
、
規
範
的
な
内
実
を
も

つ
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し

て
は

「疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
い
う
概
念
を
批
判
の
た
め
の
武
器
と
七
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
。

「疎
外
さ
れ
て
い
な
い

労
働
」
の

「人
間
学
的
な
重
要
性
」
、
す
な
わ
ち
人
間
的
な
本
質
諸
力
の
外
化
、

対
象
化
、
取
得
と
い
う
円
環
過
程
に
よ
る
螺
旋
状
の
自
己
実
現
と
自
己
形
成
と

い
う
イ
デ
ー
を
と
り
お
と
し
て
し
ま
う
な
ら
、
批
判
的
社
会
理
論
の
規
範
的
な

基
盤
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
労
働
に
定
位
し
た
疎
外
論
的
発
想
と
そ
れ
に
立
脚
し
允

ハ
ー

バ
ー

マ
ス
批
判
に
対
し
て
は
、

ハ
ー
バ
ー
・マ
ス
は
(
ま
ず
そ
の
根
底
に
あ
る
特

定
の
実
践
哲
学
の
伝
統
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
伝
統
と
は
、
シ

ュ
ト

ル
ム

・
ウ
ン
ト

・
ド
ラ
ン
ク
、
特
に
ヘ
ル
ダ
ー
に
淵
源
を
も
ち
、
フ
ン
ボ
ル
ト

や
シ
ラ
ー
を
経
て
ロ
マ
ン
主
義

へ
と
至
る
、
そ
し
て
へ
ー
ゲ
ル
や

マ
ル
ク
ス
に

も
流
れ
込
ん
で
い
る

「自
ら
を
創
造
的

に
実
現
す
る
個
性
」
と
い
う
理
念

で
あ

る
。
こ
の
理
念
の
根
底
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
形
相
概
念
の
力
動
化
と
、

こ
の
形
相
概
念
と
美
学
的
形
式
概
念
の
反
省
理
論
に
よ
る
媒
介
と
い
う
契
機
に

よ

っ
て

つ
く
り
出
さ
れ
た

「本
質
諸
力

の
対
象
化
」
と
い
う
モ
デ
ル
、

「自
己

と
自
己
活
動
の
表
出
論
的

(Φ×
胃
o
。。
巴
丘
ωけδ
oげ
)
モ
デ
ル
」
(-o
)が
存
在
す

る
、
と

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
言
う
。
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
芸
術
的
天

才
の
創
造
行
為
に
原
型
的
、
規
範
的
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
人
聞
の
本
質
諸
力
の
外
化
、
対
象
化
、
取
得
と
い

っ
た
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば

「観
念
論
的
な
概
念
装
置
」
に
依
拠
し
て
い
る
疎
外
論
的

発
想
は
、
あ
り
得
べ
き
実
践
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
芸
術
家
の
創
造
的
な
制
作
行

為

の
他
に
も
、
例
え
ば
資
本
主
義
的
経
済
シ
ス
テ
ム
に
包
摂
さ
れ
る
以
前
の
農

民
や
職
人
の
牧
歌
的
な
労
働
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
模

範
的
な
実
践
の
モ
デ
ル
か
ら
の
偏
差
と
し
て
、
,「疎
外
さ
れ
た
」
資
本
主
義
的

工
場
労
働
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、.
こ
の
よ
う
な

漠
然
と
し
た
、
あ
る
意
味
で
は
保
守
的
な
規
範
的
基
盤
の
見
い
出
し
方

で
は
、

近
代
の
固
有
の
位
置
価
、
近
代
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
新
た
な
進
化
の
レ
ヴ

ェ

ル
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
以
上
の
よ
う
な

「労
働
と
実
践
を
創
造
的
自
己
実
現
と

い
う
意
味
で
同

一
視
す
る
哲
学
的
に
ざ
ラ

マ
化
さ
れ
た
労
働
概
念
」
(11
)に
は

反
対
し
、
あ
く
ま
で
も
労
働
を
も

つ
ば
ら
目
的
合
理
的
行
為
と
と
ら
え
、
シ
ン

ボ
ル
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
行
為
を
そ
れ
か
ら
区
別
す
る
。
支
配
や
強
制
か
ら
の

解
放
は
、
労
働
で
は
な
く
相
互
行
為
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
構
想
さ
れ
る

ー

こ
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の

一
貫
し
て
常
に
変
わ
ら
な
い
主
張
は
、
ウ

ェ
ー

バ
ー
以
来
の
合
理
化
論
と
の
対
質
に
よ

っ
て
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
目
的
合
理
的
行
為
、
す
な
わ
ち
労
働
に
お
け
る
合
理
化

は
、
「生
産
力
の
上
昇
」
や

「技
術
的
処
理
能
力
の
拡
大
」
を
、
他
方
、
ーコ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
匂
ン
的
行
為
に
お
け
る
合
理
化
は
、

「解
放
」

「個
性
化
」

「支
配

権
力
か
ら
自
由
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
」
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、

表
出
論
的
、
生
産
美
学
的
な
概
念
装
置
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
る
疎
外
論
は
、
こ

の
よ
う
な
合
理
化
と
い
う
局
面

に
焦
点
を
あ
て
て
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。

ハ
ー
バ
瀧

マ
ス
が
、
批
判
的
社
会
理
論

の
規
範
的
基
礎
を
導
き
出
す
際

に
テ
ー
マ
化
す
る
合
理
化
や
理
性
の
問
題
性
に
光
を
あ
て
る
た
め
に
は
、
批
判

的
社
会
理
論
の
別
の
系
譜
(12
)、
す
な
わ
ち
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
合
理
化
論
に
触
発

さ
れ
て
、
合
理
化
を
物
象
化
と
七
て
と
ら
え
社
会
批
判
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る

一85一



ル
カ
ー
チ
の
物
象
化
論
や
、
ア
ド
ル
ノ
、

判

へ
と
赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー
の
道
具
的
理
性
批

二
、
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
-

物
象
化
論
批
判

1

「物
象
化
」

(<
①
a
貯
σq
ぎ

ピ

ロ
αq
)
と
は
、
社
会
的
関
係
や
人
間
生
活
が

死
せ
る
モ
ノ
の
よ
う
に
石
化
し
て
し
ま

い
、
人
間
の
意
識
や
活
動
に
対
し
て
よ

そ
よ
そ
し
い

「第
二
の
自
然
」「
と
し
て
た
ち
む
か

っ
て
く
る
よ
う
な
事
態
を
意

味
し
て
い
る
。
ル
カ
ー
チ
は
、
」
九
二
三
年
の
主
著

『歴
史
と
階
級
意
識
』
の

な
か
の
中
心
論
文

「物
象
化
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
」
に
お
い
て
、
そ

れ
以
後

「物
象
化
」
と
い
う
夕
ー
ム
を
社
会
理
論
の
な
か
に
定
着
さ
せ
る
ほ
ど

の
影
響
力
を
も

っ
た
初
の
本
格
的
な
物
象
化
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ル
カ
ー
チ

の
物
象
化
論
は
、

「世
界

の
脱
魔
術

化
」

(国
暮
鎚
二
げ
Φ
建
昌
σq
画
霞

≦
Φ5

と
し
て
の
普
遍
的
合
理
化
過
程
-

形
式
合
理
性

の
普
及
、
貫
徹
ー

に
関
.す

る
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
論
理
を
、
商
品
の
物
神
的
性
格
に
関
す
る

マ
ル
ク
ス
の
分
析

に

つ
な
ぎ
と
め
、
合
理
化
を
特
殊
資
本
主
義
的
物
象
化
と
し
て
把
握
し
よ
う
と

し
た
も
の
だ
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

ル
カ
ー
チ
は
、

マ
ル
ク
ス
が
分
析
を
加
え
た
商
品
形
態
か
ら
、
資
本
主
義
社

会

に
特
有
の
対
象
性
形
式

(O
Φ
σq
Φ⇒
の
莚
5
巳
一。穿

Φ一け総
o
『日
)
を
導
き
出
す
。

す
な
わ
ち
、

「商
品
関
係
の
構
造
の
な
か
に
、
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
社
会
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
対
象
性
形
式
と
そ
れ
に
対
応
す

る
主
体
性
の
形
式
の
原
型
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
」
(13
)の
で
あ
る
。
こ
の
対
象
性
形
式
と
い
う
概
念
は
、
新
カ
ン

ト
派
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
つ
ど
の
時
代
や
文
化
に
固
有
の
認
識
の

ア
プ
リ
オ
リ
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
我
々
に
可
能
な
知
覚
や
認
識
は
、
あ
ら

か
じ
め
こ
の
対
象
性
形
式
に
よ

っ
て
先
行
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ル
カ
ー
チ

は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
こ
の
対
象
性
形
式
を
商
品
形
態
の
な
か
に
見
出

す
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は
、
お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
使
用
対
象
が

商
品
化
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
の
労
働
力
も
商
品
形
態
の
な
か
に
包
摂

さ
れ
、
労
働
者
の
人
格
の
総
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
所
有
し
た
り
、
譲
渡
し
た

り
す
る
こ
と
が
可
能
な
モ
ノ
へ
と
変
容
す
る
。
こ
の
対
象
性
形
式
の
も
と
に
あ

る
主
体
に
と

っ
て
は
、
人
間
と
人
間
と
の
社
会
的
関
係
が
モ
ノ
と
モ
ノ
と
の
関

係
と
し
て
、
質
を
も
た
な
い
量
的
関
係
と
し
て
、
計
算
可
能
で
操
作
可
能
な
客

体
的
事
物
の
関
係
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
ル
カ
ー
チ
は
、

「物
象
化
」
と
呼
ぶ
。
物
象
化
さ
れ
た
意
識
は
、
単
に
知
覚
や
認
識
と
い
う
局

面
に
作
用
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
実
践
的
な

「主
体
性
の
形
式
」
に
も
累
を

及
ぼ
す
。

物
象
化
さ
れ
た
意
識
の
も
と
に
あ
る
主
体
に
と

っ
て
は
、
世
界
は
、
自
分
の

意
識
や
意
志
か
ら
独
立
し
た
合
法
則
的
実
在
と
し
て
現
わ
れ
、
主
体
は
こ
の
世

界
に
対
し
て
受
動
的
、
静
観
的
な
態
度
で
の
ぞ
む
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
主

体
が
客
体

に
対
し

て
関
わ
る
際
の
、
主
体
の
態
度
を
特
徴
づ
け
る
原
理
は
、

ウ

ェ
ー
バ
ー
が
言
う
と
こ
ろ
の

「形
式
合
理
性
」
す
な
わ
ち

「計
算
や
計
算
可

能
性

に
照
準
を
あ
わ
せ
た
合
理
化
の
原
理
」
(14
)で
あ
る
。
し
か
し
、
形
式
合

理
的
に
ふ
る
ま
う
行
為
主
体
が
と
ら
え
る
合
法
則
性
は
、
あ
く
ま
で
部
分
体
系

の
合
法
則
性
で
あ
り
、
全
体
は
非
合
理
的
な
所
与
と
し
て
彼
に
対
立
す
る
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
合
理
性
は
文
字
通
り

「形
式
的
」
で
あ
る
か
ら
、
具
体
的
な
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内
容
、
質
や
価
値
と
い

っ
た
も
の
を
捨
象
し
、
そ
れ
ら
を
非
合
理
的
な
も
の
と

し
て
締
め
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
形
式
合
理
的
、
戦
略
的
に
行
為
す
る
主
体
た

ち
が
お
り
な
す
社
会
は
、
そ
れ
自
体
不
可
解
な

「第
二
の
自
然
」
と
し
て
凝
固

し
、
個
々
の
人
間
に
は
疎
遠
な
も
の
と
し
て
対
立
す
る
の
で
あ
る
。

ル
カ
ー
チ
は
、
こ
の
よ
う
な
物
象
化

さ
れ
た
世
界
を
実
践
的
に
打
破
す
る
世

界
史
的
使
命
を
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
求
め
る
。
プ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
極
点
ま

で
物
象
化
さ
れ
て
い
る
、
い
か
な
る
幻
想
も
抱
か
な
い
意
識

こ
そ
が
、
逆
説
的

に
物
象
化
克
服
の
可
能
性
を
も

つ
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
自
己
意
識
、
す
な
わ
ち
商
品
化
さ
れ
た
労
働
力
商
品
と
し
て
の
自

己
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
商
品
の
自
己
意
識
を
意
味
し
、
ひ
い
て
は

「商
品
流

通
に
基
づ
く
資
本
主
義
社
会

の
.自
己
認
識
で
あ
り
、
自
己
開
示
」
(5ー
)を
意
味

す
る
。
ま
た
、

「こ
の
認
識
は
、
そ
の
認
識
の
客
体
の
対
象
的
な
構
造
的
な
変

化
を
も
た
ら
す
も
の
」
(
16
)で
あ

っ
て
、
認
識
と
し
て
す
で
に
実
践
的
な
も
の

で
あ
る
、
と
ル
カ
ー
チ
は
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
こ
こ
で
素
朴
に
問
題
に
な
る
の
は
、

一
個
の
商
品
と

し
て
徹
頭
徹
尾
物
象
化
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
労
働
者
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
自
己

の
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
批
判
的
に
意
識
で
き
る
の
か
、
「商
品
の
自
己
意
識
」
.

は
、
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
言
う
よ
う
に
、
ル
カ

ー
チ
は
、

「人
間
の
主
体
的
自
然
の
う

ち
に
、
物
象
化
に
抗
す
る
、
あ
る
留
保

を
見
込
ん
で
い
る
」
(17
)こ
と
に
な
る
。

ル
カ
ー
チ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「物
象
化
過
程
、
す
な
わ
ち
労
働
者

の
商
品
化
は
、
確
か
に
彼
を
ー

彼
が

意
識
的

に
そ
れ
に
抵
抗
し
な
い
限
り
ー

破
滅
さ
せ
、
彼
の

〈
魂
〉
を
萎
え

さ
せ
、
不
具
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
他
な
ら
ぬ
人
間
的
な

魂
の
本
質
ま
で
商
品
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
嘱
彼
は
、

こ
の
よ
う
な
物
象
化
さ
れ
た
お
の
れ
の
定
在
に
対
抗
し
て
、
自
ら
を
内
的
に

完
璧
に
客
観
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
…
…
」
(18
)

ア
ド
ル
ノ
や
ホ
ル
ク

ハ
イ
マ
ー
に
と

っ
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
主
体
的
自
然
は
確
固
た
る
橋
頭
堡
た
り
得
な
い
。
物
象
化
に
よ

っ
て
蹂
躙
さ

れ
た
主
体
的
自
然
は
、
な
る
ほ
ど

「自
然
の
反
乱
」
と
し
て
、
自
ら
を
抑
圧
し

て
き
た
も
の
に
対
し
て
復
讐
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な

「自
然
の
反
乱
」
は
、
い
と
も
た
や
す
く
、
当

の
敵
対
勢
力
す
な
わ
ち

形
式
的
、
道
具
的
な
合
理
性
に
利
用
さ
れ
、
そ
れ
に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
る
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
も

2
尚
度
に
合
理
的
な

(形
式
合
理
的
な
)
政
治
シ
ス
テ
ム
が
、

大
衆

の
な
か
の
中
間
層
を
引
き

つ
け
、
熱
狂
的
な
支
持
を
と
り

つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
主
体
的
自
然
は
、

文
化
産
業

(Hハ
信
一け信
『
一】P似
⊆
ωけ臂
一Φ
)
に
よ

っ
て
、
そ
の
骨
の
髄
ま
で
飼
い
な
ら

さ
れ
、
骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
く

の
だ
が
、
他
方
で
は
、
そ
の
盲
目
的
な
反
乱
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ

っ
て
都
合

の
い
い
よ
う
に
操
作
さ
れ

る
。と
こ
ろ
で
、
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
内
的
自
然
を

抑
圧
し
、
歪
曲
し
、
搾
取
す
る
物
象
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
ル
カ
ー
チ
の
よ
う
に

商
品
形
態
に
基
づ
く
も
の
と
は
見
な
さ
な
い
。
物
象
化
さ
れ
た
意
識
を
、
彼
ら

は
主
観
的
理
性
、
同

一
化
的
思
惟
、
あ
る
い
は
道
具
的
理
性
と
呼
び
、
そ
れ
を

「主
体
性
の
原
史
」

(象
①
d
円σq
Φの
。匪
。ゲ
8

島
零

ω
⊆
蕊
Φ
9

〈肆
9,
け)
と
し
て
、

人
類
史

の
始
源
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
位
置
づ
け
る
。
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道
具
的
理
性
と
は
、
自
己
保
存

に
仕

え
る
理
性
で
あ
る
。
道
具
的
理
性
は
、

自
己
保
存
以
外
の
い
か
な
る
目
的
も
も

た
な

い
。
そ
れ
は
、
自
然
の
暴
威
に
さ

ら
さ
れ
た
主
体
に
、
自
然
を
対
象
化
し

、
そ
れ
を
自
ら
の
用
役
に
服
さ
し
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
自
然
の
呪
縛
か
ら
脱
し

、
逆

に
そ
れ
を
支
配
し
て
い
ぐ
能
力
を

与
え
る
。
だ
が
、
道
具
的
理
性
の
作
用
が
及
ぶ
の
は
、
外
的
自
然
に
対
し
て
だ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
外
的
自
然
に
対
す
る
支
配
は
、
内
的
自
然
に
対
す
る

支
配
を
経
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
得
る

の
で
あ
る
。
内
的
自
然
が
要
求
す
る
幸

福
を
断
念
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
体

は
外
的
自
然
に
対
す
る
自
律
性
を
獲
得

・

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
内
的
自

然
に
対
す
る
支
配
は
、
自
己
保
存
と
い

う
当
の
目
的
を
裏
切
る
結
果
に
な
る
。

「人
間
の
自
己
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
、
人
間
の
自
分
自
身
に
対
す
る
支
配

は
、
可
能
性
と
し
て
は
常
に
、
人
間
の
自
己
支
配
が
そ
の
も

の
の
た
め
に
行
わ

れ
る
当
の
主
体
の
抹
殺
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
支
配
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
、
自
己

保
存
に
よ

っ
て
解
体
さ
れ
る
実
体
は
、
も

っ
ぱ
ら
自
己
保
存

の
遂
行
を
そ
の
本

質
的
機
能
と
し
て
い
る
生
命
体
、

つ
ま
り
、
保
存
せ
ら
る
べ
き
当

の
も

の
に
他

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
(19
)

道
具
的
理
性
に
よ
る
支
配
は
、
外
的
自
然
を
収
奪
し
、
内
的
自
然
を
抑
圧
し
、

社
会
的
関
係
を
道
具
的
理
性
の
論
理
に
従

っ
て
裁
断
し
て
い
く
。
か
く
し
て
、

始
源
以
来
の
人
類
史
は
、
.暗
澹
た
る
様
相
を
呈
す
る
。

「未
開
か
ら
人
間
性

へ

と
通
じ
る
い
か
な
る
普
遍
史
も
存
在
し
な
い
。
確
か
に
、
投
石
機
か
ら
メ
ガ
ト

ン
爆
弾

へ
通
じ
る
歴
史
は
存
在
す
る
に
し
て
も
。
」
(20
)

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
見
る
と
こ
ろ
、

『啓
蒙
の
弁
証
法
』
以
後
の
ア
ド
ル
ノ
と

ホ
ル
ク

ハ
イ
マ
ー
の
哲
学
的
な
立
場
は
、
出
ロ
な
し
の
袋
小
路
で
あ
る
。
も
は

や
、
万
物
を
包
括
す
る
存
在
論
的
秩
序
を
呈
示
し
、
真
善
美
す

べ
て
の
局
面
に

関
わ
る
よ
う
な
客
観
的
理
性

(ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
)
あ
る
い
は
実
質
的
理
性

(ウ

ェ
ー
バ
ー
)
を
今
日
に
お
い
て
再
興
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
い
か
な
る

も
の
で
あ
れ
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
道
具
的
理
性
批
判

は
、
論
証
的
思
惟
と
し
て
は
道
具
的
理
性

の
圏
内
に
と
ど
ま
る
以
外
に
は
な
い

こ
と
に
な
る
つ
そ
こ
で
、
例
え
ば
ア
ド
ル
ノ
は
、
た
だ
論
証
的
思
惟
の
彼
方
に

あ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
暗
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
よ

ミ
メ
ロ
シ
ス

う
な

ユ
ー
ト
ピ
ア
、
す
な
わ
ち
宥
和
を
も
た
ら
す
能
力
を
模
倣
と
呼
び
、
そ
れ

が
実
現
さ
れ
る
場
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
暗
示
さ
れ
る
場
を
芸
術
作
品

の
な

か
に
封
じ
こ
め
る
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

ヘ

へ

立
場
は
、
批
判
的
社
会
理
論
と
し
て
の
適
格
性
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
は
、
道
具
的
理
性
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
当

の
も
の
を
明

確
に
概
念
化
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「道
具
的
理
性
の
概
念
性
は
、
あ
る
主
体
が
、
自
然
を
意

の
ま
ま
に
処
理
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
、
客
体
化
さ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

れ
た
自
然
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
打
ち
が
加
え
ら
れ
る
か
を
告
げ
る
に
ふ

さ
わ
し
く
は
な
い
つ
道
具
的
理
性
は
、
主
体
-
客
体
間
の
関
係
を
、
あ
く
ま
で

認
識
し
、
行
為
す
る
主
体
の
視
座
か
ら
表
現
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て

知
覚
さ
れ
操
作
さ
れ
た
対
象
か
ら
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
意

味
に
お
い
て
も

「主
観
的
」
理
性
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

「主
観
的
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

理
性
は
、
社
会
的
、
内
面
的
心
理
諸
関
係
の
道
具
化
が
、
抑
圧
さ
れ
歪
曲
さ
れ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た
生
活
連
関
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
、
い
か
な
る
説
明
手
段
を
も
用
意
し
て
は
い
な
い
。
ル
カ
ー
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チ
は
、

こ
の
よ
う
な
道
具
化
の
局
面
を
、
物
象
化
の
概
念
を
も
ち
い
て
社
会
的

合
理
化
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
社
会
的
連
帯
と
い
う

も
の
を
も
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
社
会

と
そ
の
成
員
の
道
具
化
が
、
何
か
を
破

ヘ

ヘ

へ

壊
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
破
壊
が
ど

ひ
に
存
す
る
の
か
を
明
示
的
に
指
摘
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
.
「主
観
哲
学

の
諸
条
件
に
と
ら
わ
れ
た
ま
ま
の
道
具
的
理
性
批
判
は
、
完
全
で
無
傷
な
状
態

(H暮
Φσq
騨

警
)
1

そ
れ
は
道
具
的

理
性
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
ー

の
た
め
の
十
分
に
柔
軟
な
概
念
性
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
た
め
に
、

何
が
欠
陥
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
そ
れ
を

欠
陥
と
し
て
告
発
す
る
。
」
(21
)
(傍
点

原
文
)
.

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、

「完
全
で
無
傷

な
状
態
」
、
す
な
わ
ち
批
判
的
社
会
理

論

の
規
範
的
基
礎
-

例
え
ば
、
ア
ド

ル
ノ
が
芸
術
に
お
け
る
ミ
メ
ー
シ
ス
的

契
機
に
、

マ
ル
ク
ー
ゼ
が
衝
動
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
も
の
ー

を
理
性

そ
の
も
の
の
う
ち
に
見
出
そ
う
と
す
る
。

つ
ま
り
、

「理
性
の
他
者
」
で
は
な

く

噛「他
の
理
性
」
に
、
古
典
的
な
客
観
的
、
実
質
的
理
性
や
道
旦
ハ的
理
性
と
は

別
の
理
性
概
念
に
求
め
る
。
そ
れ
を
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
的
理
性
」
と
呼
ぶ
。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
と

っ
て
の
毀
損
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
、
ま
た
完
全
に
は
毀
損
さ
れ
得
な
い
、
し
た
が

っ
て
抵
抗
の
拠
点
と
も
な

り
得
る

「完
全
で
無
傷
な
状
態
」
と
は
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
内
在
す
る
合
理
性
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
、
そ
の
全
面
的
な
開
花
に
よ

っ
て
可

能
に
な
る
支
配
や
強
制
か
ら
自
由
な
相
互
主
観
性
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
物
象
化
論
や
道
具
的
理
性
批
判
を
批
判
的
に
再
構
成
す

る
に
あ
た

っ
て
、
二
段
階
戦
略
を
展
開
す

る
。ま
ず
第

一
に
、
マ
ル
ク
ス
、
ウ

ェ
ー

バ
ー
を
は
じ
め
、
ル
カ
ー
チ
、
ア
ド
ル
ノ
、
ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー
全
員
に
共
通
す

る
行
為
理
論
上
の
基
礎
概
念
の
狭
隘
さ
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
行
為
の
合
理
化

を
目
的
合
理
的
行
為
の
普
及
、
貫
徹
と
同

一
視
し
て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘
す

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
・ハ
ー
バ
ー
で
ス
は
、
目
的
志
向
的
行
為
か
ら

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為

へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
提
唱
す
る
。
第
二
に
、
社
会

に
対
す
る
視
線
を
行
為
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
も

っ
ぱ
ら
固
定
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
理
論
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
力
説
す
る
。

行
為
理
論
と
シ
ス
テ
ム
理
論
と
い
ヶ
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
違
い
に
応
じ
て
、

「二
段
構
え
の
社
会
概
念
」

(画
霧

N≦
9
ω
ε
識
σq
①
国
O
昌
N
①対
け
似
曾

Ω
⑩
ωΦ一甲

の魯
巴
け)、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同
時
に
生
活
世
界
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
る
社
会
概
念
が
得
ら
れ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
社
会
理

論
は
、
行
為
理
論
的
基
礎
概
念
と
シ
ス
テ
ム
理
論
的
基
礎
概
念
を
混
淆
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
行
為
志
向
や
生
活
生
活

の
合
理
化
と
行
為
シ
ス
テ
ム
の
複
雑

性
の
増
大
と
を
明
確
に
弁
別
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
為
志

向
の
合
理
化
が
そ
の
ま
ま

「鉄
の
檻
」

(ウ

ェ
ー.
バ
ー
)
や

「管
理
さ
れ
た
世

界
」

(
ア
ド
ル
ノ
)
へ
の
人
聞
の
隷
属
と
い
う
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
に
つ
な
げ
ら
れ
て

考
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
と

っ
て
は
、
社
会
病
理

現
象
と
し
て
の
物
象
化
は
、
生
活
世
界
の
合
理
化
に
も
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
(複

雑
性
の
増
大
)
に
も
帰
責
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
と

っ
て

の
物
象
化
と
は
、

「
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
活
世
界

の
植
民
地
化
」
に
他
な
ら
な

い
。
以
下
、
本
章
で
は
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
の

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
的
行
為

の
理
論
」
を
、
ご
く
簡
単
に
そ
の
概
略
だ
け
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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2

近
代
的
な
世
界
理
解
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
よ
れ
ば
、

世
界
像
の
脱
中
心
化
、
す
な
わ
ち
形
式
的
世
界
概
念
ー

客
観
的
世
界
、
社
会

的
世
界
、
主
観
的
世
界
ー

の
分
化
で
あ
る
。
神
話
的
世
界
像
、
宗
教
的
、
形

而
上
学
的
世
界
像
の
も
と
で
は
、
こ
れ
ら
三

つ
の
世
界
は
、
ま
だ
十
分
に
分
化

・し
て
い
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
統

一
的
、
求
心
的
世
界
像
が
そ
れ

に
準
拠
し
て
世
界
の
森
羅
万
象
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
喪
失
し

て
以

後
は
、
人
々
は
世
界
の
な
か
の
あ
る
も

の
を
、
そ
の
つ
ど
こ
の
三

つ
の
世
界
の

ど
れ
か

一
つ
に
関
係
づ
け
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に
妥
当

性
の
局
面
も
分
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
存
在
す
る
事
物
の
総
体
と
し
て
の
客
観

的
世
界
に
対
し
て
は
、
認
知
的
、
道

具
的

(犀
o
閃
巳
亳

ー
言
。・可
仁
日
Φ畧
Φ5

な
局
面
が
、
正
統
的
に
規
制
さ
れ
る
相
互
人
格
的
関
係
の
総
体
と
し
て
の
社
会

的
世
界

に
対
し

て
は
、
道
徳
的
、
実

践
的

(
日
o
蕁
房

魯
-
肩
国
匪

ω
自
)

な
局
面
が
、
そ
の
つ
ど
の
発
話
者
自
身

に
よ

っ
て
の
み
特
権
的
に
接
近
可
能
な

体
験

の
総
体

と
し

て
の
主
観
的
世

界

に
対
し

て
は
、
審
美
的
、
表
自

的

(9、
ω爵
Φ罸

筈

1
Φ
×
胃
Φ
。・。。オ
)
な
局
面

が
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
に
な
る
。
そ
の

際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
は
、固
有
の
妥
当
性
要
求

(Ω
Φ一ε
⇒
σq
ω讐

ω鷲
琴
げ
)

が
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
認
知
的
、
道
徳
的
局
面
に
は
、
命
題
的
真
理

(質
o
b
o
。。§
o
昌
巴
①
≦
9

筈
Φε

、
道
徳
的
、
実
践
的
局
面
に
は
、
規
範
的

正
統
性

(昌
O
婦
bP
9
け一く
Φ
H四一〇
げ
け一〇げ
犀
①
一け)
、
審
美
的
、
表
自
的
局
面
に
は
、
真

正
性

(〉
`
eげ
㊦づ
e一N
一け似
")

や
主
観

的
誠

実

さ

(。・二
9
Φo
亳

①

≦
魯

葺
甲

窪
σq
屏
Φ一e)
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
的
行
為
概

念
は
、
他

の
従
来

の
社
会
的
行
為
概
念

ー

目
的
論
的

(8
一Φ
o
一〇
σq
一ω9
)
行
為
概
念

〔新
古
典
派
経
済
学
、
決
定
理

論

、
ゲ

ー

ム

理

論

〕
、
規

範

規

制

的

(
昌
o
円
日

o
霞

Φ
空

臣

暮
)

行

為

概

念

〔デ

ュ

ル

ケ

、

ム
、

パ

ー

ソ

ン
ズ

〕
、

演

劇

的

(
脅

㊤
目

讐
霞

σq
一ω
9

)

行

為

概

念

〔ゴ

フ
マ
ン
〕
1

と
は
違

っ
て
、
三

つ
の
形
式
的
世
界
に
等
根
源
的
に
、
か

つ
反

省
的
に
関
わ
る
複
数
の
主
体
を
基
礎
に
置
く
。
こ
の
行
為
概
念
は
、
行
為
者
が

客
観
的
世
界
に
対
し
て
目
的
志
向
的
に
介
入
し
た
り
、
社
会
的
世
界
か
ら
規
範

に
よ
る
規
制
を
受
け
た
り
、
主
観
的
世
界
の
あ
る
も
の
を
自
己
表
示
す
る
と

い

っ
た
局
面
を
主
題
化
す
る
の
で
は
な
く
、
行
為
者
が
こ
れ
ら
の
局
面
に
関
わ

る
際
に
行
う
発
言
に
結
び

つ
け
て
い
る
妥
当
性
要
求
を
主
題
化
す
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、
合
理
性
を
認
知
的
、
道
具
的
合
理
性
に
局
限
す
る
こ
と

に
反
対
し
、

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
合
理
性
」
を
も
ち
出
し
て
く
る
場
合

に
、
そ
の
合
理
性
と
は
、
言
語
能
力
と
行
為
能
力
を
有
す
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
参
加
者
が
自
ら
の
発
言
に
そ
の
つ
ど
結
び

つ
け
て
い
る
、
批
判
可
能
な
妥
当

性
要
求
の
提
出
と
そ
の
認
証

(田
巳
α
ω篝

σq
)
と
い
う
局
面
に
関
わ
る
も
の
と

し
て
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
合
理
性
は
、
発
言
し
た
り
行
為
し
た
り

す
る
主
体
が
、
他
の
主
体
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
自
ら
の
発
言
や
行
為
を
言
語

を
用
い
て
根
拠
づ
け
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
手
続
き
の
な
か
に
見
出
せ
る
。

一

人
の
話
し
手
が
批
判
可
能
な
妥
当
性
要
求
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
聞
き
手

が
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
の
態
度
決
定
に
よ

っ
て
そ
の
妥
当
性
要
求
を
承
認
し
た
り

否
認
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
互
い
の
行
為
を
調
整
す
る
行
為
を
、

ハ
ー

バ
ー

マ
ス
は
、

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
」
と
呼
ぶ
。

個
々
の
行
為
者
自
身
に
よ
る
自
律
的
、
理
性
的
な
行
為
調
整
と
社
会
的
な
統

合
の
可
能
性
を
問
う
こ
と

(
「よ
り
良
き
論
拠
」
に
の
み
基
づ
い
て
合
意
を
達

一90一



成
す
る
と
い
う
、
発
話
行
為

に
内
在
す

る
合
理
性
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
顕
現
す

る
過
程
が
、

「生
活
世
界
の
合
理
化
」
と
呼
ば
れ
る
)
ー

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
合
理
性
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
的
行
為
と
い
っ
た

概
念
を
提
出
し
、
そ
れ
を
発
話
行
為
論

に
よ

っ
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
時

の

問
題
関
心
は
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
ち
ろ
ん
社
会
的
相
互
行
為
は
、

言
語
を
用
い
た
了
解
過
程
に
の
み
導
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
言
語
的
了
解

行
為
と
対
立
し
、
競
合
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
そ
れ
を
駆
逐
し
て
い
く
別
の
行

為
調
整
と
統
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。

3

60
年
代
の
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、
社
会
概
念
を
行
為
理
論
の
側
か
ら

一
元
的
に

導
き
出
す
概
念
戦
略
を
と

っ
て
い
た
、
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
と

生
活
世
界
と
い
う
概
念
に
関
し
て
言
え
ば
、
当
時
の
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、
目
的

合
理
的
行
為
や
戦
略
的
行
為
か
ら
シ
ス
テ
ム
と
い
う
社
会
概
念
を
、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
的
相
互
行
為
か
ら
生
活
世
界
と
い
う
社
会
概
念
を
直
接
に
構
想
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
行
為
類
型
と
秩
序
類
型
を

パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
置
く
こ
の
よ
う
な
理
論
的
発
想
を
、
70
年
代
初
頭
の
N

.

ル
ー

マ
ン
と
の
シ
ス
テ
ム
論
争
や
、

マ
ッ
ク
ス

・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
で
の
C

.

オ

ッ
フ
ェ
ら
と
の
共
同
研
究
を
機
に
改
め
、
シ
ス
テ
ム
理
論
を
積
極
的
に
自
分

の
理
論
体
系
の
な
か
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
。

70
年
代
以
降
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
と
い
う
秩
序
類

型
を
、
行
為
類
型
か
ら
で
は
な
く
社
会

の
統
合
様
式
か
ら
導
き
出
す
。
す
な
わ

ち
、
個
々
の
行
為
を
相
互
に
調
和
さ
せ

て
、

一
つ
の
秩
序

へ
と
編
成
し
て
い
く

統
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
導
き
出
す
の
で
あ
り
、
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の

統
合
を
二
種
類
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
統
合

(GQ
O
N
芭

ヨ
8
σq
弓
巴

8

)

と
シ
ス
テ
ム
統
合

(ω
遂
8
臨

暮
Φ
σq
蜀
江
8

)
と
呼
ぶ
。

「我
々
が
社
会
統
合
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
は
、
発
言
し
、
行
為
す
る
主

体
た
ち
が
、
そ
の
な
か
で
社
会
化
さ
れ
て
い
る
制
度
的
体
系
を
念
頭

に
置
い
て

い
る
時
で
あ

っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
社
会
体
制
は
、
シ
ン
ボ
ル
的
構
造
を
そ
.

な
え
た
生
活
世
界
と
い
う
相
で
現
わ
れ
る
。
我
々
が
シ
ス
テ
ム
統
合
と
い
う
言

い
方
を
す
る
の
は
、
自
己
制
御
シ
ス
テ
ム
に
固
有
の
制
御
機
能
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
時
で
あ

っ
て
、
社
会
体
制
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
不
安
定
な
環
境
の
複

雑
性
の
克
服
に
よ

っ
て
自
ら
の
境
界
と
存
立
を
維
持
す
る
能
力
と
い
う
相
で
現

わ
れ
る
。
」
(22
)

社
会
統
合
と
は
、
当
該
の
行
為
状
況
の
参
加
者
た
ち

(切
9
。
葭
σq
8
)
の
行

為
志
向

(国
璧
臼
篝

σq
ωo
該
①づ
江
Φ
霆
昌
鴨
コ
)
を
相
互
に
調
和
さ
せ
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
あ
り
、
行
為
調
節
は
、
規
範
に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
た
合
意
か
、
も
し
く

は

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
た
合
意
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る

(後
者
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
生
活
世
界
は
合
理
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
)。

こ
の
場
合
、
社
会
は
、
シ
ン
ボ
ル
構
造
を
そ
な
え
た
生
活
世
界
と
し
て
現
わ
れ
、

基
本
的
に
社
会
集
団
の
成
員

の
内
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
接
近
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
統
合
と
は
、
行
為
者
や
行
為
者
た
ち
の
集
団

の
行
為
帰
結

(団
穹

巳
⊆
ロ
σq
。・ho
}σq
Φづ
)
を
機
能
的
に
連
結
し
て
、
非
意
図
的

な
行
為
連
関
を
安
定
化
さ
せ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
行
為
調
節
は
、
行
為
者

の
意
識
を
越
え
て
没
規
範
的
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
社
会
は
、
自
己
制
御

的

シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
わ
れ
、
観
察
者
の
外
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
の
み
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接
近
可
能
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
、
社
会
統
合
と
シ
ス
テ
ム
統
合
、
生
活
世
界
と
シ
テ
ス
ム
は
、

分
析
的
に
分
離
可
能
な
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
わ
す
概
念
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

の
概
念

は
、
社
会
進
化

の
あ

る

一
定

の
段
階

で
は
、
本
質
論
的

(Φ口oω
Φ⇒
e一四μ一ωけ一Φ
Oげ
)
に
使
用
で
き

る
も
の
と
な
る
。

つ
ま
り
、
生
活
世
界

と
し
て
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
社
会
的
に
統
合
さ
れ
て
い
る
行
為
領
域
と

し
て
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
的
に
統
合
さ
れ

て
い
る
行
為
領
域
と
し
て
把
握
す
る
ほ

う
が
、
よ
り
適
切
に
記
述
し
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
連
関
が
近

代
社
会
に
お
い
て
は
突
出
し
て
く
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態

を

〔シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
の
分
断

(国
ロ
鼻
o
薯

㊦ピ
ロ
㈹
)
」
と
呼
ぶ
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
シ
ス
テ
ム
分
化

の
水
準
ー

シ
ス
テ
ム
合
理
性
の
増
大

ー

と
生
活
世
界
の
構
造
的
分
化

の
水
準
-

生
活
世
界

の
合
理
化
1

の

様
々
な
段
階
を
追
構
成
し
、
前
者
は
後
者
の
構
造
上
の
制
限
に
服
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
入
り
組
ん
だ
議
論
の
細
部
に
立
ち
入
る

つ
も
り
は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
こ
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が
問
題
化
す
る
物
象
化
の
病
理
的
な
作
用
は
、

「生
活
世
界
の
合
理
化

一

般
に
も
、
増
大
す
る
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
性
そ
の
も
の
に
も
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
(23
)と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ざ
ら

に
言
う
な
ら
、
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界

の
分
断
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
病
理
的
な
現
象
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
な

い
。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が
問
題
視
す
る
近
代
の
深
刻
な
合
理
化
の
パ
ラ
ド
ク
ス
と

は
、
生
活
世
界
の
合
理
化
が
シ
ス
テ
ム
分
化
の
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
可
能
に

す
る
の
だ
が
、
そ
し
て
生
活
世
界
か
ら
分
断
さ
れ
た
自
律
的
な
シ
ス
テ
ム
が
形

成
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
論
理
が
物
質
的
再
生
産
の
領
域
を
越
え

.

て
、
生
活
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
的
再
生
産
の
領
域
に
ま
で
侵
入
す
る
、
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、

「
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
活

世
界
の
植
民
地
化

(国
o
一〇
巳
巴
一臥
①嵳
昌
σq
)
」
と
名
づ
け
る
。

ハ
L
バ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
行
為
調
整
の
機
能
を
社
会
統
合
か
ら
シ
ス
テ
ム

統
合

へ
と
次
々
に
切
り
か
え
て
し
ま
い
、
生
活
世
界
を
貨
幣
化
と
官
僚
制
化
に

よ

っ
て
侵
食
し
て
い
く
こ
の

「植
民
地
化
」
の
傾
向
は
、
後
期
資
本
主
義
社
会
、

す
な
わ
ち
国
家
行
政
シ
ス
テ
ム
が
経
済
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
を
補
い
、
階
級

対
立
を
鎮
静
化
さ
せ
る
た
め
に
経
済
活
動
や
市
民
の
日
常
生
活
に
積
極
的
に
介

入
す
る
、
社
会
国
家

(GD
Q
N一㊤
一ωけP
印
け)
の
体
制
下
に
お
い
て
顕
著
な
傾
向
な

の
だ
が
、
し
か
し
彼
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
と
め
ど
な
く
進
行
し
、

つ
い
に
は

社
会
の
統
合
様
式
が
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
統
合

へ
と
収
斂
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状

況
に
至
る
と
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
貨
幣
や
権
力
と
い
っ
た
制
御
媒
体
は
、

経
済
シ
ス
テ
ム
や
国
家
行
政
シ
ス
テ
ム
で
は
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
生
活
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
的
再
生
産

(文
化
的
再
生
産
、
社
会
統
合
、
社
会

化
)
に
は
、
不
適
合
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
シ
ス
テ
ム
機
能
主
義
者
が
も
う
す
で
に
完
結
し
て
し
ま

っ
た

か
の
よ
う
に
み
な
し
て
い
る
過
程
ー

シ
ス
テ
ム
が
生
活
世
界
を
隈
な
く
吸
収

し
て
し
ま
う
こ
と
ー

は
、
決
し
て
完
結
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

ま
た
必
然
的
な
も
の
で
も
な
い
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
近
年
の

「新
し
い
社
会

運
動
」
1

既
成
の
左
翼
政
党
や
労
働
組
合
に
よ

っ
て
指
導
、
組
織
さ
れ
て
い

な
い
、
そ
の
限
り
で
散
発
的
な
市
民
運
動
の
様
々
な
形
態
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や

フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
消
費
者
運
動
等
々
1

を
、
機
能
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
合
理

性
に
よ
る
植
民
地
化

に
対
す
る
、
生
活
世
界
の
側
か
ら
の
抵
抗
運
動
だ
と
み
な
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す
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
運
動
が
、
ど
れ
だ
け
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
、
ど
れ

だ
け
の
成
果
を
生
む
の
か
は
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
と

っ
て
は
未
知
数
な
の
で
は

あ
る
が
。

三
、

ユ
ー
ト
ピ

ア
的

展
望

可
能
性
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
が
生
活
世
界
を
完
全
に
併
合
し
て
し
ま
う
よ

う
な
事
態
i

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、
そ
れ
が
現
実
に
起
こ
る
と
は
み
な
し
て
い

な
い
ー

と
同
様
、
逆
の
事
態
も
想
定
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
律
的
と

な

っ
た
シ
ス
テ
ム
の
機
能
的
連
関
を
、
相
互
行
為
参
加
者
の
了
解
と
合
意

に
完

全
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
、

つ
ま
り

マ
ル
ク
ス
が

「必
然
の
国
」
か
ら

「自
由
の

国
」

へ
と
い
う
表
現
で
表
わ
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
構
想
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
こ

の
よ
う
な
類
の
、
社
会
の
革
命
的
転
換

が
実
際
に
可
能
な
も
の
だ
と
は
み
な
さ
な
い
。

ハ
ー
バ
.1
マ
ス
は
、
そ
の
よ
う

な
革
命
的
転
換
の
構
想
の
根
底
に
は
、
社
会
を

マ
ク

ロ
な
主
体
と
し
て
、
人
類

の
歴
史
を
大
型
の
類
主
体
の
外
化
、
対
象
化
、
自
己

へ
の
還
帰
の
過
程
と
し
て

構
想
す
る
発
想
が
あ
る
と
す
る
。

へ
ー
ゲ
ル

・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
革
命
的
実
践
は
、
自
己
関
係
的
な

マ
ク

ロ

な
主
体
i

自
己
反
省
的
に
自
ら
を
認
識
し
、
自
分
自
身
に
作
用
す
る
類
主
体

1

を
前
提
に
し
て
、
麻
痺
し
た
そ
の

マ
ク

ロ
な
主
体
に
対
す
る
介
入
と
し
て

構
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

「社
会
の
自
己
作
用
」
は
、

二

方

で
は
、
社
会

が
自
己
了
解
の
過
程
で
自
ら
に
関
す
る
知
を
形
成
す
る
反
省
的
中
心
と
、
他
方

で
は
、
全
体
に
対
し
て
部
分
と
し
て
ふ
る
ま
い
な
が
ら
も
全
体

へ
と
作
用
す
る

こ
と
の
で
き
る
執
行
組
織
」
(24
)を
必
要
と
す
る
が
、
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
、

「中

心
機
関
な
き
脱
中
心
化
さ
れ
た
社
会
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
理
論
が
示
唆
す
る
社

会
観
に
依
拠
し
て
、
近
代
社
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
は
満
た
さ
れ
得
な

い

と
す
る
。

ま
た
、
人
類
史
を

マ
ク
ロ
な
主
体
の
外
化
、
対
象
化
、
自
己

へ
の
還
帰
と
し

て
構
想
す
る
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
分
化
や
シ
ス
テ
ム
と
生

活
世
界
の
分
化
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
価
値
領
域
の
分
化
も
、
生
活
世
界
の
構

造
的
分
化
も
、・
す

べ
て
人
倫
性
の
分
裂
と
し
て
否
定
的
に
取
り
扱
わ
れ
か
ね
な

い
。

つ
ま
り
、
生
活
世
界
の
合
理
化
や
シ
ス
テ
ム
分
化

の
新
た
な
水
準
が
も

つ

進
化
的
意
義
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

も

っ
と
も
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
自
身
、
60
年
代
に
は
こ
の
よ
う
な
発
想
を
ま
だ

受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、

一
九
六
〇
年
に
書
か
れ
た

『哲
学
と

科
学
の
間
、
批
判
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
』
で
は
、
ル
カ
ー
チ
的
な
主
体
鈍

客
体
の
同

一
性
を
少
な
く
と
も
規
制
理
念
と
し
て
は
承
認
し
て
い
た
し
、
(25
)

一
九
六
八
年
の

『認
識
と
関
心
』
で
は
、

「相
互
主
観
性

の
抑
圧
と
回
復

の
歴

史
」
を

へ
ー
ゲ
ル
の

「分
裂
し
た
人
倫
性
」
の
止
揚
と
い
う
発
想
に
重
ね
合
わ

せ
て
構
想
し
て
い
た
(26
)。
70
年
代
に
入

っ
て
、
シ
ス
テ
ム
理
論
の
摂
取
と
、

い
.わ
ゆ
る

「批
判
理
論
の
言
語
論
的
転
回
」
を
経
て
以
後
、
.ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

.
こ
の
よ
う
な
主
観
哲
学

(GQ
¢
9
Φ
。8
三
〇
ωo
b
甑
Φ
)
的
な
立
場
を
清
算
す
る
こ

と
に
な
る
。

「史
的
唯
物
論
は
、
進
化
す
る
類
主
体
な
ど
を
想
定
す
る
必
要
な
ど
ま

っ
た

く
な
い
。
進
化
の
担
い
手
は
、
社
会
と
社
会
に
統
合
さ
れ
た
行
為
主
体
で
あ
る
。

そ
し
で
進
化
は
、
合
理
的
に
追
構
成
さ
れ
得
る
パ
.タ
ー
ン
に
従

っ
て
、
そ
の
っ
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ど
よ
り
包
括
的
な
構
造
に
と

っ
て
か
わ
ら
れ
る
構
造

の
な
か
に
見
出
し
得
る
。

こ
の
構
造
形
成
が
進
行
す
る
な
か
で
、
社
会
と
個
人
は
、
そ
の
自
我
同

一
性
と

集
団
同

一
性
と
と
も
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
社
会
進
化
が
、
統

一
さ

れ
た
諸
個
人
が
自
ら
の
進
化
の
過
程
目
体
に
意
識
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

方
向
に
向
か

っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
決
し
て
大
型
の
主
体

な
ど
と
い
う
も
の
が
生
ず
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
ず
る
と
す
れ
ば
せ
い
ぜ
い
の

と
こ
ろ
、
自
律
的
な
、
よ
り
高
次
の
段
階
の
相
互
主
観
的
共
同
性
と
い

っ
た
も

の
だ
ろ
う
。
」
(27
)

生
活
世
界
が
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
さ
れ

て
し
ま
う
と
想
定
す
る
こ
と
が
誤
り
で

あ
る
の
と
同
様
、
こ
の
生
活
世
界
を

一
個
の
大
型

の
主
体
の
中
心
と
し
て
、
い

ず
れ
社
会
全
体
が
そ
こ
に
収
斂
し
、
統
合
さ
れ
る
中
心
と
し
て
構
想
す
る
こ
と

も
誤
り
な
の
で
あ
る
。

「社
会
の
自
己
作
用
と
い
う
モ
デ
ル

に
か
わ

っ
て
、
次

の
よ
う
な
モ
デ
ル
が

登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
世
界
と
、
複
雑
性

に
お
い
て
ま
さ
り
、
た
だ
極

め
て
間
接
的
な
仕
方
で
の
み
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
二

つ
の
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
ー

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
世
界
は
こ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
働
き

を
あ
て
に
し
て
い
る
ー

の
問
に
起
こ
る
、
生
活
世
界
に
よ

っ
て
統
制
さ
れ
る

境
界
紛
争
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
」

(28
)

「私
は
、
分
化
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
を
、
労
働
者
自
主
管
理
と
い
う
単
純
な
、

処
方
に
従

っ
て
内
側
か
ら
民
主
的
に
改
革
す
る
こ
と
、
し
た
が

っ
て
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
制
御
を
貨
幣
や
組
織
権
力
か
ら
参
加

へ
と
隈
な
く
転
換
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
、
経
験
的
な
根
拠
か
ら
し
て
見
込
み
の
あ
る
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
。

(中
略
)
我
々
は
次
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
律
的

な
公
共
性
領
域
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
自
己
組
織
化

へ
の
能
力
が
、
使
用
価

値
に
、
す
な
わ
ち
元
来
目
的
に
志
向
し
た
生
活
世
界

に
お
け
る
ラ
デ

ィ
カ
ル
に

民
主
主
義
的
な
意
志
形
成
の
過
程
が
、
媒
体
に
制
御
さ
れ
た
規
制
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
周
辺
条
件
に
、
あ
る

一
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
に
展
開
さ
れ
得
る
の
か
、

と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
介
入
主
義
的
国
家
装
置
な
ら
び
に

経
済
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
命
令
を
牽
制
す
る
こ
と
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
こ

れ
は
防
御
的
な
課
題
だ
が
、
こ
の
防
御
的
な
逆
制
御

(d
目
ω8
g
『琶

内
)
は
、

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
、
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
民
主
主
義
化
な
く
し
て
は
達
成
さ

れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
(29
)

も
は
や
、
.か

つ
て
マ
ル
ク
ス
や
ル
カ
ー
チ
、
左
翼
共
産
主
義
者
や
評
議
会
民

主
主
義
者
が
夢
想
し
た

「必
然

の
国
」
か
ら

「自
由

の
国
」

へ
の
完
全
転
換
、

す
な
わ
ち
生
活
世
界
の
側
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
自
律
性
を
解
体
し

つ
く
す
と
い
う

ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
よ

っ
て
放
棄
さ
れ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
ユ
L
ト
ピ
ア
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
彼

の
先
行
者
た

ち
に
く
ら
べ
れ
ば
、
著
し
く
収
縮
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
単
に
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
革
命
的
転
換
を
も
は
や
期
待
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味

に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
そ
も
そ
も
い
か
な
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
も
、
具
体
的
に
描
こ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
理
論
的

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
ユ
ー
ト
ピ

ア
な
ど
あ
り
得

な
い
、
と
言
う
(30
)。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
と

っ
て
は
、
世
界
像

の
脱
中
心
化
や

生
活
世
界
の
合
理
化
は
、
そ
れ
自
体
、
決
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
は
な
い
。

つ
ま

り
、

「可
能
な
生
活
諸
形
態

の
高
度
に
発
達
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
基

礎
構
造
」
(31
)は
、
常
に
複
数
で
現
わ
れ
る
具
体
的
な
生
活
世
界
と
混
同
さ
れ

ノ
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て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
諸
々
の
生
活
世
界
は
、
様
々
な
慣
習
や
文
化
、
社

会
化
の
様
式
を
含
み
こ
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
生
活
形
態
を
も

っ
て
い
る
。
こ

の
具
体
的
な
生
活
形
態
を
背
景
に
し
て
、
人
々
ば
相
互
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
」
ト
し

あ
い
、
世
界
の
な
か
の
何
も
の
か
に
つ
い
て
了
解
し
、
状
況
定
義
を
確
認
し
た

り
変
更
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
世
界
像
の
脱
中
心
化
や
生
活
世
界

の
合
理
化
は
、
解
放
さ
れ
た
社
会
の
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
の
だ
が
、
し

か
し
、
決
し
て
そ
れ
自
体
が
到
達
さ
れ
る
べ
き
終
局
的

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
表
わ
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「良
き
生
活

」
と
は
、
あ
く
ま
で
具
体
的
な
生
活
世

界
に
お
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
日
常
実
践
を
通
じ
て
、
個
々
の
当
事

者
た
ち
に
よ

っ
て
解
釈
さ
れ
、
追
い
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
な

の
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
と

っ
て
は
、
未
来
は
、
あ
く
ま

で
見
通
し
の
き
か
な
い

(ニ
ロ
ロ
ぴ
Φ『
の一〇
げ
ひ一一〇】P)
な
も
の
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
シ
ス
テ

ム
統
合
と
社
会
統
合
の
優
劣
が
前
も

っ
て
理
論
的
に
見
通
し
得
な
い
と
い
う
理

由

に
よ

っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
、
そ
も
そ
も
合
理
化
さ
れ
た
生
活
世
界
で

何
が
討
議
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
生
活
形
態
が
擁
護
さ
れ
た
り
生
み
出
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
沈
黙
す
る
か
ら
で
あ
る
。
・

し
た
が

っ
て
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
自
身
が
彼
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

論
の
な
か
で
提
起
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
疑
念
に
た
い
し
て
、
確
実
な
解
答
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

「こ
こ
で
は
、
た
だ
疑
念
だ
け
が
、
す
な
わ
ち
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
意
味
論
的
な

唯
物
論
が
我
々
に
抱
か
せ
る
疑
念
だ
け
が
問
題
で
あ
る
。
我

々
は
意
味
な
き
解

.

放
と
い
う
可
能
性
を
排
除
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
複
雑
な
社
会
に
お
い
て

は
、
解
放
と
は
、
行
政
的
な
決
定
構
造
を
、
参
加
的
な
形

へ
と
変
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
、
解
放
さ
れ
た
人
類
が
、
討
議
的
な
意
志
形

成
の
拡
大
さ
れ
た
活
動
空
問

の
な
か
で
互
い
に
出
会
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
に
照
ら
し
て
自
分
た
ち
の
生
活
を
良
き
生
活
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
の
で
き

る
光
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
」
(32
)

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
批
判
的
社
会
理
論
は
、
シ
ン
ボ
ル
的
に
構
造
化
さ
れ
た
生

活
世
界
の
合
理
化
や
、
了
解
志
向
的
行
為
の
理
性
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
出

.

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
範
的
基
礎
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、

ル
カ
ー
チ
や
ア
ド
ル
ノ
、
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
が
見
逃
し
て
い
た
近
代
の
合
理
性

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
救
い
出
さ
れ
は
す
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
に

よ

っ
て
、
未
来
に
向
か

っ
て
ユ
、ー
ト
ピ
ア
的
展
望
が
開
け
て
く
る
わ
け
で
は
な

い
。
我
々
は
、
た
だ

「良
き
生
活
」
を
導
き
出
す
た
め
の
必
要
な
条
件
と
し
て
、

そ
れ
に

「賭
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

(
-
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、

『
哲

学

的
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政

治

的

プ

ロ
フ

ィ

ー

ル

(
下

)
』
、

未

来

社

、

一
九

八

六

年

、

一
〇
七

頁

(
2

)

ホ

ル

ク

ハ
イ

マ
ー

の
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理
性
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国
o
嵩
℃
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よ
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理

性

批
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N
珪
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α
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信
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Φ
馨

①
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昌

く
Φ
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　障
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の
思

想
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冠

す

る

の

は
不

適

当

か

も

し

れ

な

い
が

、

こ

こ

で
は

便

宜

上

、

ア
ド

ル
ノ

と

ホ

ル

ク

ハ
イ

マ
ー

の
あ

っ

て
然

る

べ
き

相

違

に

つ
い

て
は

考

慮

に
入

れ

な

い

こ
と

に
す

る

。

な

お

、

こ

の
点

に

つ
い

て

は

ハ
ー

バ

ー

マ

ス
自

身

が

、

『啓

蒙

の
弁

証

法

』

の

一
九

八

六

年

フ
協

ッ
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シ

ャ
ー
版
あ

と
が
き
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明
快
、

簡
潔
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じ
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い
る
。
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